
県
内
各
地
で

活
躍
中
！    

さまざまな就農支援 県では、就農相談や農業体験、農地の貸し借り、仲間づくりなど、
さまざまな支援を行っています。

スマート農業でキュウリ栽培

　邑楽館林地区のキュウリは出荷量・作付
け面積ともに全国トップクラスです。私た
ち「節

ふし
なり会」は、生産量を増やすため、

デジタル技術を導入しています。ハウス内
は、温度や湿度に応じて、自動で窓の開閉
ができたり、炭酸ガスを補

ほ

塡
てん

したりする装
置があり、栽培に最適な環境を保っていま
す。施設内の環境をデータ化し、仲間と数
値に基づいた情報交換をすることで、生産
量を増やすことができます。これまで経験
と勘に頼っていた部分を誰が見ても分かる

ようにできたのは画期的です。
　一方で、ハウス内の温度や湿度などの環
境設定には人の力が必要です。そこで自主
勉強会を開催したり、県内外の他産地を視
察したり、多くのデータを収集・分析し、
活用しています。将来的にはデジタル技術
を導入する全国のキュウリ農家と情報交換
し、キュウリ栽培を盛り上げていきたいで
す。県民の皆さんには、地産地消で、県産
のおいしいキュウリをたくさん食べてほし
いですね。

～デジタル技術を導入する農家が増えています～

邑楽館林地区を中心に約20人で活動
している「節なり会」では、キュウリ
栽培にデジタル技術を導入した栽培技
術の向上を図っており、若手農家の自
主組織として全国から注目されています。

タブレットなどを活用した栽培
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　　農地の貸し借りをお手伝い
　就農を希望する人の不安や悩みに対応する
ため、対面の他、オンラインでもイベントや
相談会を実施しています。
　また農業体験や農業研修、就農方法などを
紹介する14の窓口を用意しており、相談を
受け付けています。

　県内には将来にわたって耕作の予定がない
９千㌶の遊休農地があるとされ、活用が課題
となっています。県では農地を貸したい人、
借りたい人を募集し、マッチングを行ってい
ます。気軽に相談してください。
問　県農業公社（　027-251-1220）

　県では仲間づくりや労働力を補うため、イ
チゴを栽培する伊藤さんに、同じ市内でナス
を栽培する大河原さんを紹介。「同じ経営者
として悩みを相談でき、同世代のつながりも
できました。また作物が違うので収穫期がず
れ、お互いに手伝うことができます。技術面
でも精神面でも支えられています。」

　私は、就農するため高崎市に移住しました。
私自身、就農前は技術面や資金面に不安があ
りましたが、先輩農家や行政の手厚い支援の
おかげで就農を決意できました。農業に少し
でも興味がある人には、まず相談会に参加し
てほしいですね。

ぐんま新規就農ポータルサイト
１月、県庁32階「N

ネ ツ ゲ ン
ETSUGEN」にて

オンライン相談会を実施。22名が参加。

新規就農者の悩みの１つは農地の確保

就農９年目
青
あお

木
き

伯
のり

和
かず

さん（高崎市）
就農５年目

伊
い

藤
とう

靖
やす

浩
ひろ

さん（藤岡市）

☎

相談・体験してみませんか

　　若手就農者の仲間づくり支援

　本県は、豊かな水や全国トップクラスの日照時間、標高差のある耕地など恵まれた自然環境を生かし、
年間を通しておいしく多彩な野菜が生産されています。こうした農業を守っていくため、県では産地や、
地域でリーダーとして活躍する農家と連携して、さまざまな就農支援を進め、昨年の新規就農者は過去５
年で最多となりました。
　今、群馬の農業は、幅広い世代の人たちに支えられています。これからも支え、守っていくために、農
業を知り、いつもより少し多く県産野菜を食べて、生産者の思いを受け取ってみませんか。

農業は温かい。農業は温かい。

　農業が盛んな群馬県では、
就農者の確保がとても大切
です。
　本県では、昨年８月までの
１年間に県内で新たに就農し
た45歳未満の人は222人と
過去５年間で最多となりまし
た。就農のための相談・研修
など、受け入れ体制の整備が
実を結び始めてきています。

　群馬県は、利根川水系の豊かな水や長い日照時間といった恵まれ
た自然環境を有し、大消費地・東京まで100キロ㍍の近さという立地
条件にあります。
　このような強みを生かして本県
では、標高10㍍の平野から1,400
㍍の高冷地まで、季節に応じて多
種多様な農畜産物が生産されてい
ます。特に、野菜は農業産出額の
約４割を占めており、令和２年の
野菜産出額は全国６位となってい
ます。

恵 ま れ た 環 境 と 立 地 条 件                新 規 就 農 者

みんなで支え合う、ぐんまの農業みんなで支え合う、ぐんまの農業

私は嬬恋村で
就農しました！
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過去５年で最多の
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